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長野県代表として北信越大会に進んだ小学生ドッジ　長野県代表として北信越大会に進んだ小学生ドッジ

ボールの東御スピリッツの選手たちです。６年生は引退ボールの東御スピリッツの選手たちです。６年生は引退

にあたり、ボールとその熱い心を後輩に託しました。にあたり、ボールとその熱い心を後輩に託しました。

数々の大会の舞台となった第一体育館も見守っているか数々の大会の舞台となった第一体育館も見守っているか

のようでした。のようでした。

熱い心、ボールに託して熱い心、ボールに託して



2（２００７年４月）



3 （２００７年４月）

とうみ



4（２００７年４月）

平成19年度平成19年度 一般会計予算一般会計予算

●
予
算
の

 
●
予
算
の

概

要

 　
　

概　

要

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
が
３

１９

月
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
は
一
般
会
計

と
８
つ
の
特
別
会
計
及
び
２
つ

の
公
営
企
業
会
計
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
公
共
用
地
取

得
特
別
会
計
が
借
入
金
の
返
済

が
終
わ
っ
た
た
め
、
予
算
化
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１

２
６
億
５
千
７
百
万
円
（
対
前

年
度
９
億
１
千
７
百
万
円
、

6
・
8
％
の
減
）、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
ほ
か
７
つ
の
特
別

会
計
の
合
計
額
が
９
７
億
３
４

万
円
（
同
１
億
６
千
６
百
２
万

円
、
1
・
7
%
の
増
）、
公
営

　

目
的
別
で
は
、
民
生
費
が
2
8

億
8
千
7
4
7
万
円
で
第
一
位
、

土
木
費
が
1
8
億
7
千
3
6
5
万

円
で
第
二
位
、
公
債
費
が
1
8
億

1
千
6
2
1
万
円
で
第
三
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
費
に
は
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
2

千
3
0
9
万
円
を
、
土
木
費
に
は

田
中
駅
南
口
整
備
事
業
費
3
億
4

千
5
0
0
万
円
を
、
公
債
費
に
は

市
債
償
還
元
金
1
4
億
7
千
1
8

1
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
予
算
化
し
ま

し
た
。
第
四
位
は
総
務
費
で
、
以

下
教
育
費
、
衛
生
費
、
農
林
水
産

費
、
商
工
費
、
消
防
費
、
議
会
費

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
特

例
債
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
は
、

合
併
振
興
基
金
積
立
、
田
中
駅
南

口
整
備
事
業
、
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
全

9
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。
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－安全－安全・・安心のまちづく安心のまちづくり－り －

企
業
会
計
の
水
道
事
業
会
計
で

１
１
億
２
千
６
百
２
３
万
円

（
同
７
千
５
百
３
１
万
円
、

7
・
2
％
の
増
）、
市
民
病
院
会

計
で
１
５
億
６
千
２
百
８
５
万

円
（
同
３
千
６
百
７
３
万
円
、

2
・
4
％
の
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
別
な
歳
入
と
し
て
は
、
合
併

特
例
債
6
億
9
千
3
0
0
万
円
を

見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
不
足
す

る
財
源
を
補
う
た
め
、
繰
入
金
1

1
億
5
千
2
3
4
万
円
（
う
ち
、

財
政
調
整
基
金
5
億
6
千
2
0
0

万
円
）
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
入
は
市
税
が
3
8
億
9

千
2
1
5
万
円
で
第
一
位
、
地
方

交
付
税
が
3
7
億
6
千
万
円
で
第

二
位
、
繰
入
金
が
1
1
億
5
千
2

3
4
万
円
で
第
三
位
と
な
り
、
市

税
が
市
発
足
後
初
め
て
第
一
位
に

な
り
ま
し
た
。

 
当
初
予
算
の
推
移

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

１６

１９

ま
で
の
当
初
予
算
の
推
移
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。
合
併
初
年
度

の　

年
度
予
算
と　

年
度
予
算
を

１６

１９

比
較
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は

　

・
５
％
の
縮
小
と
な
っ
て
い
ま

１５す
。
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別

会
計
で
は
横
ば
い
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

当初予算は126億5千7百万円当初予算は126億5千7百万円
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●議会費

　議員報酬、手当等（22名分）  ・・・11,398万円

　議会だより発行  ・・・・・・・・・・260万円

●総務費

※合併振興基金積立金  ・・・・・・15,000万円

※後期高齢者医療制度創設準備事業委託料  2,700万円

※メール等配信システム委託料  ・・・1,050万円

※電子申請システム運営負担金  ・・・ 170万円

※自治会活動保険加入補助金  ・・・・・65万円

●民生費

　保育所運営事業費（市立）  ・・・・28,185万円

　介護保険特別会計繰出金  ・・・・28,151万円

　児童手当費  ・・・・・・・・・・22,368万円

　老人保健特別会計繰出金  ・・・・21,262万円

　生活保護費  ・・・・・・・・・・13,699万円

　国民健康保険特別会計繰出金  ・・11,233万円

※地域活動支援センター事業費  ・・・2,309万円

※放課後児童クラブ事業費  ・・・・・・945万円

※長野県後期高齢者医療広域連合負担金  767万円

　児童福祉医療費  ・・・・・・・・・・750万円

※継続的評価分析支援事業費  ・・・・・581万円

※保育指導主事・保育等相談員費  ・・・236万円

●衛生費

　上田地域広域連合負担金（ごみ処理）  23,106万円

　ごみ分別収集費  ・・・・・・・・11,724万円

　市民病院事業会計繰出金  ・・・・11,289万円

※不燃物処理施設改修工事費  ・・・・1,361万円

　身体教育医学研究所補助金  ・・・・・928万円

※健康づくりシンポジウム  ・・・・・・50万円

※健康づくり推進事業費  ・・・・・・・50万円

●農林水産業費

　農業集落排水事業特別会計繰出金  29,920万円

　中山間地域等直接支払制度費  ・・10,260万円

　土地改良交付金事業　布下地区  ・・5,600万円

※農地水環境保全向上対策事業費  ・・・467万円

※公的森林整備業務委託料  ・・・・・・200万円

●商工費

　新交通システム運行費補助金  ・・・6,100万円

※しなの鉄道ホーム嵩上げ工事負担金  2,000万円

※湯の丸地蔵峠第２駐車場舗装工事費  1,500万円

※湯楽里館等施設改修工事費  ・・・・1,390万円

●土木費

　公共下水道事業特別会計繰出金  ・90,240万円

　田中駅南口整備事業費  ・・・・・34,500万円

　特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出金  11,850万円

　花と緑のまちづくり事業費  ・・・・1,323万円

※羽毛山団地解体工事費  ・・・・・・1,060万円

※石原県営団地線道路改良工事費  ・・1,000万円

※道路後退用地整備事業費  ・・・・・・500万円

※洪水・土砂災害ハザードマップ作成業務委託料  400万円

●消防費

　上田地域広域連合負担金（常備消防分）  31,432万円

　小型動力ポンプ・積載車購入  ・・・1,290万円

※消防庫・詰所新設補助金  ・・・・・・411万円

●教育費

※滋野コミュニティーセンター建設事業費  17,672万円

※田中小学校体育館外溝・取壊し工事費  11,000万円

※市民プール改修工事費  ・・・・・・1,200万円

※滋野小学校体育館屋根防水工事費  ・・854万円

※小学校英語助手派遣委託料  ・・・・・600万円

　男女共同参画推進事業費  ・・・・・・139万円

合併特例債の活用事業 （単位：千円）

うち、合併特例債充当額総 事 業 費事　　　業　　　名

142,500150,000合 併 振 興 基 金

38,40040,500御 牧 原 地 区 道 路 整 備 事 業

25,60061,740県 ・ 祢 津 線 歩 道 設 置 事 業

12,80032,745和 4 7 3 号 線 整 備 事 業

239,200345,000田 中 駅 南 口 整 備 事 業

2,8003,000た な か 街 並 み 景 観 整 備 事 業

66,70074,000救 助 工 作 車 整 備 事 業

12,20012,900小型ポンプ積載車等整備事業

152,800176,717滋野コミュニティーセンター建設事業

693,000896,602　 合 計　

 （5－②）

 （3－①）

 （3－④）

 （3－③）

 （3－②）

 （3－②）

 （2－②）

 （1－②）

 （1－③）

 （1－①）

 （4－②）

 （4－①）

 （5－①）

 （2－①）

（※印は新規事業、注の番号は重
点施策のページで事業例としてあ
げられているものです。2～3
ページを参照ください。）
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増　　　減平成１８年度
予算額（Ｂ）

平成１９年度
予算額（Ａ）

会　計　名　称
率（％）差引�－�

△6.8△917,00013,574,00012,657,000一 般 会 計

4.3120,0002,763,0002,883,000国民健康保険特別会計

△0.8△20,0002,582,8002,562,800老 人 保健特別会計

3.874,9001,983,8002,058,700介 護 保険特別会計

△13.8△1,82313,16511,342地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

0.810,7001,269,0001,279,700公共下水道事業特別会計

△2.5△3,700148,500144,800特定環境保全公共下水道
事 業 特 別 会 計

△1.6△6,700429,700423,000農業集落排水事業特別会計

0.00337,000337,000工業地域開発事業特別会計

 － 皆減7,351－　  公共用地取得特別会計

1.7166,0269,534,3169,700,342特 別 会 計 合 計

△3.2△750,97423,108,31622,357,342　 総　 額　

平成19年度  会計別総括表
一般会計及び特別会計

増　　　減平成１８年度
予算額（Ｂ）

平成１９年度
予算額（Ａ）

会　計　名　称
率（％）差引�－�

0.43,084694,954698,038収益的支出
水道事業
会 計

20.372,222355,969428,191資本的支出

7.275,3061,050,9231,126,229計

2.842,3001,511,1211,553,421収益的支出
病院事業
会 計

△37.2△5.57315,0009,427資本的支出

2.436,7271,526,1211,562,848計

公営企業会計

一般会計歳入歳出予算総括表 ［歳入］

増　　　　減平成18年度平成19年度
款　　名　　称

率（％）金額（Ａ－Ｂ）構 成 比予算額（Ｂ）構 成 比予算額（Ａ）

4.5166,24427.53,725,90530.83,892,149市 税

△52.3△236,0003.3451,0001.7215,000地 方 譲 与 税

△20.0△4,0000.220,0000.116,000利 子 割 交 付 金

50.01,0000.02,0000.03,000配 当 割 交 付 金

150.03,0000.02,0000.05,000株式等譲渡所得交付金

△3.2△10,0002.3310,0002.4300,000地 方 消 費 税 交 付 金

0.000.111,0000.111,000ゴルフ場利用税交付金

0.000.685,0000.785,000自動車取得税交付金

△57.4△49,8000.686,8000.337,000地 方 特 例 交 付 金

△7.4△300,00029.94,060,00029.73,760,000地 方 交 付 税

0.000.05,6000.05,600交通安全対策特別交付金

2.26,8152.3306,6342.5313,449分 担 金 及 び 負 担 金

5.313,7041.9258,1572.1271,861使 用 料 及 び 手 数 料

1.99,5023.7497,0464.0506,548国 庫 支 出 金

0.94,9834.2575,7864.6580,769県 支 出 金

59.418,1950.230,6240.448,819財 産 収 入

0.000.0100.010寄 付 金

31.0272,6756.5879,6629.11,152,337繰 入 金

0.000.450,0800.450,080繰 越 金

△6.1△19,3182.3317,1962.4297,878諸 収 入

△41.8△794,00014.01,899,5008.71,105,500市 債

△6.8△917,000100.013,574,000100.012,657,000　 合　 計　

増　　　　減平成18年度平成19年度
款　　名　　称

率（％）金額（Ａ－Ｂ）構 成 比予算額（Ｂ）構 成 比予算額（Ａ）

1.62,4491.2153,9481.2156,397議 会 費

2.336,59111.81,597,97412.91,634,565総 務 費

△9.2△293,33823.43,180,80522.82,887,467民 生 費

△46.0△850,54013.61,848,5347.9997,994衛 生 費

△9.5△90,7507.0953,1486.8862,398農 林 水 産 業 費

4.321,0463.6487,2064.0508,252商 工 費

△1.2△22,29614.01,895,94514.81,873,649土 木 費

8.031,4472.9392,5883.4424,035消 防 費

19.7240,4759.01,221,46511.61,461,940教 育 費

0.47,91613.31,808,29014.41,816,206公 債 費

0.000.04,0970.04,097災 害 復 旧 費

0.000.230,0000.230,000予 備 費

△6.8△917,000100.013,574,000100.012,657,000　 合　 計　

 ［歳出］

（単位：千円）

（単位：千円）

―
安
全

―
安
全
・・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
――

平
成

年
度
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
度
予
算

１９１９

（単位：千円）

（単位：千円）
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※
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

退
職
者
は　

名
で
す
。（
カ
ッ

１６

コ
内
は
退
職
時
の
職
名
）

▽
五
十
嵐
政
孝
（
総
務
部
長
）
▽

鳴
沢
康
一
（
総
合
支
所
長
）
▽
土

屋
武
道
（
産
業
建
設
部
長
）
▽
小

林
義
則
（
民
生
福
祉
部
参
事
）
▽

小
林
修
二
（
総
務
部
消
防
防
災
課

長
）
▽
唐
沢
元
生
（
産
業
建
設
部

上
下
水
道
課
長
）▽
矢
羽
三
男（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
長
）
▽

谷
口
正
（
総
務
部
消
防
防
災
課
課

長
補
佐
）
▽
土
屋
啓
至
（
総
務
部

消
防
防
災
課
課
長
補
佐
）
▽
佐
藤

一
郎
（
総
合
支
所
地
域
振
興
課
課

長
補
佐
）
▽
阿
部
冨
美
子
（
民
生

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
保
育
園

長
）
▽
土
屋
桃
江
（
民
生
福
祉
部

福
祉
課
副
主
幹
）▽
押
金
敏
夫（
教

育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
副

主
幹
）
▽
関
理
恵
（
民
生
福
祉
部

市
民
課
主
査
）
▽
唐
沢
真
崇
（
産

業
建
設
部
農
政
課
主
任
）
▽
竹
内

志
麻（
民
生
福
祉
部
市
民
課
主
任
）

　

今
年
の
新
規
採
用
職
員
は
７
名

で
す
。

■
新
規
採
用
職
員

▽
赤
尾
繁
伸
（
消
防
防
災
課
）
▽

射
手
優
至
（
消
防
防
災
課
）
▽
石

川
勇
（
消
防
防
災
課
）
▽
春
原
和

美
（
子
育
て
支
援
課
）
▽
吉
村
宣

子
（
子
育
て
支
援
課
）
▽
金
井
晴

美
（
市
民
病
院
）
▽
小
泉
貴
子

（
市
民
病
院
）

■
派
遣
及
び
交
流
研
修
職
員

▽
神
津
司
（
上
田
地
域
広
域
連
合

へ
１
年
間
）
▽
楢
原
美
智
彦
（
上

田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
へ
２

年
間
）
▽
金
井
清
明
（
長
野
県
へ

１
年
間
）
▽
藤
森
恵
美
子
（
福
祉

課
・
長
野
県
か
ら
１
年
間
）
▽
高

橋
学
（
商
工
観
光
課
・
小
諸
市
か

ら
２
年
間
）

（
継
続
）

▽
山
口
正
彦
（
上
田
地
域
広
域
連

合
へ
）
▽
重
田
雄
一
（
上
田
地
域

広
域
連
合
へ
）
▽
荒
井
宗
武
（
小

諸
市
へ
）
▽
久
保
田
敦
（
企
画
課
・

長
野
県
か
ら
）

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規
採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派
遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣
及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

  
新
規
採
用
・
派
遣
及
び
交
流
、

退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
にににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててて

　
　
　
 　

退
職
職
員
に
つ
い
て

とうみ
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市
で
は
、
行
政
改
革
大
綱
、
行

政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ

ラ
ン
）、
定
員
適
正
化
計
画
に
基

づ
き
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

組
織
に
つ
い
て
は
、
管
理
職
の

削
減
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む

係
の
新
設
、
事
務
の
見
直
し
な
ど

を
検
討
し
、
4
月
1
日
か
ら
組
織

の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

し
た
。

１
、
ま
ち
づ
く
り
協
働
係
の

　
　

新
設
に
つ
い
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
き
る

体
制
を
確
立
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
国
際
交
流
活

動
へ
の
支
援
、
区
長
会
な
ど
を
担

当
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
働
係
」

を
総
務
部
企
画
課
に
新
設
し
ま
し

た
。
組
織
の
充
実
を
図
り
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

２
、
青
少
年
係
の

　
　

新
設
に
つ
い
て

　

今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題

で
あ
る
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
。
そ
の
事
務
を
担
当
す

る
「
青
少
年
係
」
を
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
に
新
設
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

３
、
北
御
牧
総
合
支
所
の

　
　

組
織
に
つ
い
て

　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

効
率
的
で
ス
リ
ム
な
組
織
と
す
る

た
め
、
総
合
支
所
機
能
を
見
直
し

て
前
年
度
ま
で
の
２
課
４
係
を
１

課
２
係
と
し
ま
す
。

①
支
所
市
民
課

　

支
所
市
民
係

　

（
有
線
番
号
８－
３
０
１
０
）

　

地
域
振
興
係

　

（
有
線
番
号
８－

３
０
０
７
）

　

を
置
き
ま
す
。　

②
環
境
衛
生
係
を
廃
止
し
、
支
所

市
民
係
に
統
合
し
ま
す
。

③
支
所
税
務
係
を
廃
止
し
、
地
域

振
興
係
に
統
合
し
ま
す
。

④
支
所
農
政
係
、
支
所
建
設
係
、

支
所
上
下
水
道
係
を
廃
止
し
、

支
所
市
民
係
で
取
次
事
務
を
担

当
し
ま
す
。

⑤
支
所
生
涯
学
習
係
を
廃
止
し
、

生
涯
学
習
係
に
統
合
し
ま
す
。

４
、
福
祉
課
・
健
康
保
健
課

　
 　
（
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
内
事
務
所
）

　
　

の
組
織
に
つ
い
て

①
福
祉
地
域
係
を
廃
止
し
、
事
務

は
福
祉
課
が
担
当
し
ま
す
。

②
福
祉
地
域
係
が
担
当
し
て
い
る

施
設
の
維
持
管
理
は
、
次
の
課

が
担
当
し
ま
す
。

・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
御
牧
の

家
」
…
健
康
保
健
課　

・
高
齢
者
共
同
住
宅
ふ
る
さ
と
…

福
祉
課

・
ト
ロ
ン
セ
ン
タ
ー
…
支
所
市
民

課
５
、
農
政
課
農
村
整
備
係
の

　
　

改
称
に
つ
い
て

　

農
村
整
備
係
を
農
業
振
興
係
に

名
称
変
更
し
、
農
政
課
内
の
事
務

の
一
部
を
担
当
換
え
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部
総
務
課
総
務
係

　

�　

－

５
８
７
６

６４

 
二
つ
の
係
を
新
設
し
ま
し
た

平
成　

年
東
御
市
議
会
第
一
回
定
例
会

１９

　

年
度
予
算
案
な
ど　

議
案
を
審
議
、
可
決

１９

５２

　

２
月　

日
、
平
成　

年
東
御
市

２７

１９

議
会
第
一
回
定
例
会
が
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成

　

年
度
予
算
案
や
平
成　

年
度
の

１９

１８

補
正
予
算
案
、
新
た
に
制
定
す
る

条
例
案
、
改
正
す
る
条
例
案
な
ど

計　

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

５２

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
各
会
派
に

よ
る
一
般
質
問
（
代
表
質
問
）
が

初
め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
３
月

７
・
８
日
に
は
、
清
和
会
、
さ
わ

や
か
な
風
の
会
、
新
風
会
、
公
明

党
、
日
本
共
産
党
（
質
問
順
）
の

５
会
派
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
（
個
人
質
問
）
は
３

月
８
日
・
９
日
に
行
わ
れ
、
８
名

の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案

通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
、
３
月　
２３

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
、

５
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

平
成　

年
度
市
長
施
政
方
針（
抜
粋
）

１９

　

公
約
に
掲
げ
た
「
子
育
て
・
老

後
・
暮
ら
し
・
環
境
・
財
政
の
五

つ
の
安
心
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
に
据
え
、
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
地
方
自
治

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
真
摯
に
地

方
分
権
改
革
や
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
市
民
の
安
心
・
安
全
ネ

ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
創
り
、
市
民

が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
し
元
気
を

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
東
御
市
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
多
様
な
課
題
に
柔
軟

に
対
応
し
市
民
の
皆
様
と
の
協
働

を
進
め
な
が
ら
、
効
率
の
よ
い
市

政
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

「
環
境
・
子
育
て
・
教
育
の
安
心
、

行
政
改
革
」
に
、
新
た
に
「
健
康

づ
く
り
」
を
加
え
、「
市
民
の
健

康
」
を
全
国
に
発
信
で
き
る
市
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▲開会のようす

▲初めて導入された代表質問
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生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
と
は
、

市
民
が
と
も
に
ふ
れ
あ
い
、
助
け

合
い
、
学
ん
で
考
え
、
と
も
に
苦

労
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う
活
動

を
通
じ
、
一
生
涯
生
き
が
い
に
満

ち
た
日
々
の
暮
ら
し
と
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
「
東
御
市
生

１８

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
・

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
と

行
政
の
一
体
と
な
っ
た
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
お

り
、
そ
の
一
つ
に
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
が
あ
り
ま
す
。

モ
デ
ル
区
と
な
っ
た
区
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成　

年
度
モ
デ
ル
区

１８

３
区
各
区
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

（　

年
度
以
降
も
毎
年
３
区
ず
つ

１９
モ
デ
ル
区
と
し
て
指
定
し
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
）

　

中
八
重
原
区
は
、
田
園
に
囲
ま
れ

た　

戸
の
地
域
で
、
広
大
な
農
用
地

９０
が
生
み
出
す
田
園
風
景
が
浅
間
や
蓼

科
山
な
ど
の
山
並
み
と
融
合
し
て
、

素
晴
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
て
い
る

地
域
で
す
。
区
民
の
ま
と
ま
り
が
よ

く
て
、
先
進
的
な
事
業
の
取
り
組
み

も
早
く
、
村
の
時
代
か
ら
モ
デ
ル
的

な
区
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
区
の

長
期
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
田
畑
の

ほ
場
整
備
事
業
に
合
わ
せ
、
区
の
中

心
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
き
の
公
民
館
を

建
設
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
県
営

農
道
整
備
事
業
の
導
入
に
よ
る
道
路

整
備
も
進
み
、
快
適
な
生
活
基
盤
が

整
い
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
す
る
中

で
、
青
少
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域

全
体
で
支
え
あ
い
の
で
き
る
安
心
で

安
全
な
生
活
共
同
体
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

多
彩
な
活
動
を
通
じ
区
民
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
、
美
し
い
居
住
環

境
づ
く
り
を
重
点
目
標
に
活
動
し
ま

し
た
。
区
内
三
か
所
で
の
花
壇
づ
く

り
を
し
、
桜
の
苗
木　

本
を
幹
線
道

７０

路
沿
い
に
植
樹
し
ま
し
た
。
区
民
総

参
加
に
よ
る
組
対
抗
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は　

チ
ー
ム
が
参

１５

加
し
、
そ
の
後
の
花
見
の
宴
で
は
各

種
趣
味
の
会
に
よ
る
活
動
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
ま
つ
り
に
は
、

子
ど
も
育
成
会
を
中
心
に
多
様
な
年

代
層
の
参
加
に
心
が
け
、
区
民
の
連

帯
感
の
醸
成
に
大
き
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
し
た
。

　

３
月
４
日
、
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

で
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
市
民
の

つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
、「
見
つ
け
よ
う
！
あ
な
た
の

身
近
な
地
域
課
題
」。
実
践
発
表
で

は
白
樺
区
の
西
澤 
唯  
治 
さ
ん
が
取
り

ゆ
う 

じ

組
み
の
成
果
を
発
表
し
、
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
ご
み
減
量
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
コ
ト
ヒ
ラ
工
業
、
東
部

中
学
校
の
皆
さ
ん
が
事
例
発
表
を
し

ま
し
た
。
ま
た
村
田 
佳  
壽  
子 
さ
ん
に

か 

ず 

こ

よ
る「
環
境
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

（２００７年４月）

東東東東東東東東東東御御御御御御御御御御市市市市市市市市市市東御市「「「「「「「「「「「生生生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習ままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり生涯学習まちづくり」」」」」」」」」」」のののののののののの取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりの取り組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみ組み

〜
ふ
れ
あ
い
、
た
す
け
あ
い
、
学
び
あ
い
、
共
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

 
安
心
・
安
全
な
生
活
共
同

 
体
を
目
指
し
て

  
美
し
い
居
住
環
境
と

　
　

ふ
れ
あ
い
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　

中
八
重
原
区
生
涯
学
習

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
長

　

柳
沢　

幹
夫
さ
ん ▲ゲートボールでふれあいが

　広がります

 
み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ

　
　
　
　
　
  
こ
と
を
発
表

 
第
一
回 
東
御
市

 
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
  
市
民
の
つ
ど
い

▲東部中学校省エネ推進委員会
　の発表
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白
樺
区
は
、
全
世
帯
が
県
外
（
都

市
）
や
他
市
町
村
か
ら
の
移
住
者
で
、

文
化
や
風
習
の
違
う
新
し
い
土
地
で

生
活
を
始
め
た
ば
か
り
の
皆
さ
ん
で

す
。
区
設
立
４
期
目
の
今
年
度
は
区

民
総
参
加
に
よ
る
事
業
の
継
続
と
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
こ
の

地
に
根
付
い
て
い
る
農
村
文
化
と
都

市
部
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
の

都
市
文
化
の
融
合
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
東
御　

運
動
の
具

２１

体
的
な
展
開
を
も
と
に
今
年
度
の
事

業
計
画
に
当
て
は
め
、
特
に
「
地
域

の
輪
」
を
重
点
に
置
き
区
民
が
一
体

と
な
っ
て
活
動
で
き
る
こ
と
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
伝
統
行

事
で
あ
る
ど
ん
ど
焼
き
を
二
年
前
か

ら
区
の
行
事
に
取
り
入
れ
た
り
、
花

見
、
春
と
秋
の
花
壇
整
備
、
市
民
ま

つ
り
、
花
火
大
会
＆
星
空
観
察
会
、

区
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
区
内

一
斉
清
掃
、
地
区
球
技
大
会
な
ど
を

区
の
恒
例
行
事
と
し
て
事
業
の
定
着

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

都
市
部
に
見
ら
れ
が
ち
な
孤
立
感

か
ら
、
農
村
文
化
特
有
の
助
け
合
い

の
精
神
を
育
み
な
が
ら
、
お
互
い
の

生
活
を
尊
重
し
つ
つ
相
互
理
解
を
深

め
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
、
区
役
員
の
引
継
ぎ
の
中

に
「
区
民
花
見
の
会
を
」
と
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
含
め
、
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
東
御　

運
動
で

２１

提
唱
さ
れ
て
い
る
「
思
い
や
り
の
広

が
る
ま
ち
づ
く
り
」「
み
ん
な
で
参
加

ま
ち
づ
く
り
」「
花
と
緑
ま
ち
づ
く

り
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
計
画

を
し
ま
し
た
。

　

「
思
い
や
り
の
広
が
る
」に
つ
い
て

は
、
子
供
か
ら
大
人
の
ふ
れ
あ
い
の

場
づ
く
り
を
目
指
し
て
花
見
の
会
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
母
子
愛
育
会
、
小

中
学
校
、
消
防
部
、
各
役
員
へ
参
加

を
呼
び
か
け
、
生
き
生
き
サ
ロ
ン
も

同
時
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
当

日
は
綿
あ
め
な
ど
も
あ
っ
て
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

「
み
ん
な
で
参
加
」
に
つ
い
て
は
、

市
民
ま
つ
り
へ
の
参
加
で
大
勢
の
区

民
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
し
、「
花
と
緑
」
に
つ
い

て
は
花
い
っ
ぱ
い
運
動
へ
参
加
し
、

休
耕
田
を
借
り
て
花
を
植
え
、
さ
ら

に
サ
ツ
マ
イ
モ
も
植
え
て
、
秋
に
は

子
供
た
ち
を
中
心

に
焼
き
い
も
大
会

を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
行
事

を
計
画
し
て
も
人

が
集
ま
る
か
心
配

で
し
た
が
、
小
さ

な
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
大
勢
の

皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
が
あ
っ
て
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●生涯学習まちづくりに関する相談・問い合わせ先

　生涯学習課（中央公民館内）　�64－5885

（２００７年４月）

とうみ

  
お
ら
が
区
の
生
き
生
き
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
！

  
農
村
文
化
と

　
　

都
市
文
化
の
融
合

　
　

地
域
活
動
の
経
験
が
な
い
人
た

ち
の
集
ま
り
の
中
で
、
常
に
前
向
き

に
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
よ
う
や
く
実

を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
実
情
に
あ
う
事
業
を
、
従
来
の

形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
区
民
の
皆
さ

ん
全
員
が
進
ん
で
参
加
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
構
築
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

  
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
！

　　
　
　
　
　
　

白
樺
区
生
涯
学
習

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
長

　

西
澤　

唯
治
さ
ん 

▲市民まつりでもみんなが一体と
　なりました

  
み
ん
な
の
協
力
で
成
功

　

羽
毛
山
区
に
は
、
子
供
た
ち
の
行

事
と
し
て
獅
子
舞
、
甘
茶
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
が
、
少
子
化
な
ど
で
現
在

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち

の
思
い
出
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
思
い
、

区
と
し
て
新
た
な
行
事
を
計
画
し
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
取
り
組
ん
だ
行
事
に

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
区

民
の
参
加
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
所
づ
く
り
が
で
き
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　

場
が
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

羽
毛
山
区
生
涯
学
習

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
長

　

岩
下　
　

猛
さ
ん 

▲花見の会のようす
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国
民
健
康
保
険
税（
介
護
分
）
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
４
月
か
ら
、
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
国
民
健
康
保
険
税
（
介
護
分
）
の

税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
、
は
じ
め
に
…
国
民
健
康
保
険
税
・

　
　

国
民
健
康
保
険
制
度
っ
て
な
あ
に
？

○
国
保
制
度
は
皆
さ
ん
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
日
ご
ろ
か
ら
所
得

な
ど
に
応
じ
て
国
保
加
入
者
が
お
互
い
に
保
険
料
（
国
保

税
（
医
療
分
））
を
負
担
し
あ
い
、
病
気
や
け
が
な
ど
い

ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

○
年
齢
に
よ
っ
て
国
保
税
（
介
護
分
）
を
納
め
ま
す
。

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
（
以
下
「
介
護
保
険
第
２
号

４０

６４

被
保
険
者
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
介
護
保
険
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
国
保
に

加
入
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
国
保
税
（
介
護
分
）
と

し
て
、
国
保
税
（
医
療
分
）
に
上
乗
せ
し
て
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、　

歳
以
上
の
方
（
介
護
保
険
第

６５

１
号
保
険
者
）
は
、
国
保
税
（
介
護
分
）
で
は
な
く
、
介

護
保
険
料
と
し
て
年
金
天
引
き
な
ど
に
よ
り
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

○
国
保
税
は
世
帯
ご
と
に
決
ま
り
世
帯
ご
と
に
納
め
ま
す
。

　

前
年
の
所
得
、
固
定
資
産
税
の
課
税
額
や
加
入
人
数
に

よ
り
、
一
世
帯
ご
と
の
国
保
税
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
家
族

に
国
保
の
加
入
者
が
い
れ
ば
、
国
保
税
の
納
付
義
務
は
世

帯
主
に
生
じ
ま
す
。

○
全
て
の
方
が
何
ら
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　

職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
そ

の
加
入
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
時
点
で
国
保
の
加
入
者
と

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
て

も
、
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
っ
た
時
点
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
加
入
し
、
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
、
国
保
税（
介
護
分
）の
税
率
が

　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
国
保
税
（
介
護
分
）
の
税
率
が
次

１９

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

３
、
税
率
が
あ
が
る
こ
と
に
な
っ
た

　
　

経
過
は
？

　

こ
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
は
、
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け

て
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
被
保
険
者
代
表
３
名
、

保
険
医
代
表
３
名
、
公
益
代
表
３
名
及
び
被
用
者
保
険
代

表
１
名
に
て
構
成
）
で
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
１
月
の
会
議
に
お
い
て
、
経
済

１９

状
況
や
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
な
ど
で
、
介
護
費
用
が

年
々
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護
分
の
保
険
税
率
の

改
正
に
つ
い
て
は
や
む
を
得
な
い
と
の
答
申
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
保
険
税
率
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
幼
児

期
か
ら
の
食
育
、
運
動
と
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
と
実
践
、

健
康
診
断
や
健
康
増
進
活
動
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
予
防

な
ど
を
推
進
し
、
医
療
費
及
び
介
護
費
用
の
抑
制
に
努
め

る
こ
と
を
通
じ
て
、
国
保
財
政
の
安
定
し
た
運
営
を
図
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成　

年
市
議
会
第
一
回
定
例
会
で

１９

国
保
税
（
介
護
分
）
の
税
率
改
正
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
税
率
の
改
正
が
決
定
し
ま
し
た
。
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４
、
ど
う
し
て
国
保
税
（
介
護
分
）
を

　
　

上
げ
る
改
正
が
必
要
な
の
？

　

今
、
全
国
的
に
介
護
給
付
費
が
急
増
し
て
い
る
影
響

（
東
御
市
に
お
け
る
状
況
は
図
１
の
と
お
り
）
に
よ
り
、

介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
が
介
護
保
険
に
要
す
る
費
用

の
一
部
と
し
て
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
額
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
国
保
に
お
け
る
国
保
税
（
介
護
分
）
の
税
率

に
つ
い
て
は
、
合
併
時
の
旧
町
村
間
の
不
均
衡
解
消
を
優

先
的
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
抜
本
的
な
改
正

が
こ
れ
ま
で
見
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
市
国
保
に
お
い
て
介
護
保
険
第
２
号
被
保

険
者
分
と
し
て
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
額
（
市
国
保

が
負
担
す
る
額
）
と
、
実
際
に
皆
さ
ん
か
ら
国
保
税
（
介

護
分
）
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
額
と
の
差
が
拡

大
し
つ
づ
け
て
お
り
、
平
成　

年
度
で
は
３
千
万
円
を
超

１８

え
る
収
入
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
の
差
額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
基
金
（
国
保
に
お

け
る
貯
金
）
を
取
り
崩
し
た
り
、
本
来
医
療
の
給
付
に
あ

て
る
べ
き
国
保
税
（
医
療
分
）
を
あ
て
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
市
国
保
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
介
護
費

用
を
適
正
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、

基
金
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
急
激
な
負
担
増
加
を
あ

る
程
度
は
抑
え
る
こ
と
と
し
て
、
必
要
な
税
率
改
正
を
行

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
５
、
医
療
給
付
費
が
増
加
し
て
い
ま
す

　

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
図
３
・
図
４
参
照
）。
こ
の
要
因
は
、
一
般
的
に
受
診
機

会
の
多
い
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
の
国
保
加
入
割
合
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
い
わ
ゆ
る
「
団
塊

の
世
代
」
の
定
年
退
職
に
よ
る
国
保
へ
の
移
行
な
ど
を
控

え
、
こ
の
ま
ま
で
は
さ
ら
に
厳
し
い
国
保
財
政
に
な
り
、

国
保
税
も
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

６
、
健
康
づ
く
り
を
通
じ
た

　
　

医
療
費
な
ど
の
抑
制
に
つ
い
て

　

今
後
、
国
保
財
政
を
安
定
的
に
運
営
し
、
国
保
税
を
低

く
抑
え
る
た
め
に
は
、
医
療
費
や
介
護
保
険
給
付
費
を
抑

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成　

年
度
は
市
の
重
点
施
策

１９

と
し
て
健
康
づ
く
り
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
本
紙
で
も
「
健
康
と
う
み
通
信
」
と
題
し
て
健
康
に

関
す
る
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
参
考
に
し
て
一
人
ひ
と
り
が
健
康
意
識
を
高
め
、
実

践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
は
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
税
率

上
昇
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　�62－1111（内線1231）
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誕生日おめでとう！（ 4 月生まれ）

 上  原 　 美 桜   ちゃん（加沢）
うえ はら み お

（1歳、H18.4.8生）

　お誕生日おめでとう�美桜に出会えて

パパとママは幸せです。毎日笑顔をあり

がとう�これからもずっと美桜の成長を

見守らせてね。

 井  口 　 珠 里   ちゃん（曽根）
い ぐち じゅ り

（1歳、H18.4.14生）

　あなたの愛くるしい笑顔にパパもママ

もメロメロです。すくすく成長してね。

珠里、おめでとう�

 星  野 　 真 優   ちゃん（片羽）
ほし の ま ゆ

（1歳、H18.4.9生）

　お誕生日おめでとう。いつもかわいい

笑顔や楽しいおしゃべりで、みんなを幸

せな気持ちにしてくれてありがとう。こ

れからも明るくすくすく育ってね。

　
 川  手 　 結 愛   ちゃん（大川）
かわ て ゆ あ

（1歳、H18.4.15生）

　１歳のお誕生日おめでとう！結愛のこ

の１年の成長ぶりにビックリです。これ

からもかわいい笑顔で元気にすくすく

育ってね�

　
 佐  藤 　すみれちゃん（田中）
さ とう

（2歳、H17.4.7生）

　早いものでもう２歳。元気いっぱいに

大きくなりました。すみれの笑顔は家族

をとてもHAPPYな気持ちにしてくれま

す。ありがとう�これからもすくすくと

元気に育ってねっ！

☆募集します!!☆
（対象者５月生まれの３歳まで）

 市  村 　 優 奈   ちゃん（城ノ前）
いち むら ゆう な

（1歳、H18.4.25生）

　お誕生日おめでとう。優奈の笑顔にパ

パとママはいつも癒されています。これ

からもすくすくと元気に育ってね。

 山  岸 　 沙 矢   ちゃん（常田）
やま ぎし さ や

（2歳、H17.4.12生）

　音楽が流れるとついつい踊っちゃう沙

矢ちゃん�かわいいダンスをみていると、

みている方も楽しくて笑顔になっちゃう

☆これからものびのび元気に大きくなぁ

れ！

　
 寺  島 　 一 葵   くん（大石）
てら しま いっ き

（2歳、H17.4.26生）

　お誕生日おめでとう。これからも笑顔

の似合うやさしい一葵でいてね。大好き

なお姉ちゃんといつまでも仲良く元気に

大きくなってね�

　
 米  沢 　 澪 翔   くん（常田）
よね ざわ れお と

（3歳、H16.4.23生）

　歌と踊りとショベルカーが大好きなレ

オ君。元気イッパイに大きくなってね！

優しいお兄ちゃんが大好きだよ�３歳の

お誕生日おめでとう�

 � 
やなぎ

 沢 　 栞 奈   ちゃん（大石）
さわ かん な

（3歳、H16.4.21生）

　絵を描くことと踊ることが大好きな栞

奈。これからもいろんな事に興味を持っ

て、のびのび成長していってね。

写真・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を
添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。な
お紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。締め切りは、４月１３日（金）必着。

　

東
部
中
学
校
放
送
委
員
会
が
制
作

し
た
番
組
「
郷
土
の
歴
史
に
学
ぶ
ー

お
地
蔵
さ
ん
が
語
る
も
の
」
が
、
平

成　

年
度
子
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
コ
ン
テ

１８
ス
ト
（
松
下
教
育
研
究
財
団
主
催
）

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
番
組
は
、
江
戸
時
代
に
起
き
た
土

石
流
災
害
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、

防
災
意
識
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。
３
月
６
日
に
は
皆
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
、
市
長
ら
に
報
告
し
ま
し

た
。
中
心
に
な
っ
て
番
組
を
作
成
し

た
安
藤
多
衣
子
さ
ん
は
「
い
い
経
験

に
な
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
、
感
謝
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
で
自
分
史
や
人

物
に
つ
い
て
発
表
す
る
ク
エ
ス
ト
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
品

発
表
会
全
国
大
会
に
は
、
総
合
学
習

の
時
間
で
取
り
組
ん
だ
一
年
五
組
の

皆
さ
ん
が
入
賞
し
、
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

  
東
部
中
放
送
委
員
会
の
番
組

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
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喜
怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒
哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀哀
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

 
愛
す
る
東
御
市

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ「
喜
怒
哀
楽
」の
コ
ー

ナ
ー
は
、
嬉
し
い
こ
と
、
悲
し
い

こ
と
な
ど
身
近
に
あ
っ
た
話
題
や

感
じ
た
こ
と
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の

お
便
り
を
掲
載
し
ま
す
。
疑
問
に

感
じ
て
い
る
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
企
画
課
「
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
宛
）

　  プレーンヨーグルト  …大さじ１
　  味噌  ……………………小さじ１
　  マヨネーズ  ……………大さじ２
　  塩、こしょう  ………………少々

�作り方
①ブロッコリーは小房に分け、エリ
ンギは食べやすく切っておく。

②切れてるチーズは１ ㎝ 幅の短冊
に切る。

③ミックスナッツはあらく刻んでお
く。

④塩を加えた熱湯にブロッコリーを

入れ、２分ゆで、エリンギを加え
てさっと火を通しザルにとって水
気を切り、手早く冷ます。
⑤Ａの材料をよく混ぜ合わせ、チー
ズと野菜を加え、ナッツも合わせ
てざっくり混ぜる。

ヨーグルトの隠し味でまろやかになります

ブロッコリーとチーズの

ナッツサラダ
�材料（４～６人分）
切れてるチーズ ……………………４枚
ブロッコリー ………………………１株
エリンギ ……………………………２本
ミックスナッツ  ……………………40g

⑬

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

　

「
間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
ら
あ

か
ん
。
ど
ん
な
貧
乏
し
と
っ
て
も

え
え
。
間
違
っ
た
こ
と
は
絶
対
し

た
ら
な
ら
ん
。
と
に
か
く
真
っ
直

ぐ
な
こ
と
を
や
れ
。
上
見
て
暮
ら

す
な
。
何
に
も
な
い
者
が
上
見
よ

る
と
、
な
に
か
こ
れ
（
盗
み
の
手

ぶ
り
）
を
せ
ん
な
ら
ん
こ
と
が
あ

る
。
下
見
て
暮
ら
す
ん
だ
。
そ
の

下
に
も
ま
だ
下
が
あ
る
ん
だ
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
暮
ら
す
ん
だ
。

　

橋
の
下
に
も
大
事
な
人
が
あ
る
。

橋
の
下
に
も
大
事
な
宝
が
あ
る
ん

だ
。
だ
か
ら
、
そ
こ
で
小
便
し
た

り
、
ツ
バ
を
無
闇
や
た
ら
に
吐
い

た
り
す
る
こ
と
は
な
ら
ん
。
人
間

は
よ
く
見
て
暮
ら
さ
な
い
か
ん
。

自
分
が
少
し
で
も
で
き
た
か
ら
と

言
っ
て
、
い
ば
る
よ
う
な
態
度
を

取
っ
た
ら
い
か
ん
。
い
つ
ま
で
も

自
分
は
初
め
て
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
頭
に
置
い
と
け
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

『
上
見
て
暮
ら
す
な
、
下
見
て

暮
ら
せ
』
と
い
う
と
、
自
分
よ
り

下
の
人
を
見
下
げ
て
暮
ら
せ
と
い

う
意
味
に
受
け
取
れ
ま
す
が
、
こ

の
場
合
は
別
の
意
味
合
い
で
言
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

被
差
別
部
落
の
人
た
ち
が
ど
ん

な
に
苦
労
し
て
き
た
の
か
を
考
え

て
見
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
私
ら
は
、
割
木
で
ど
突
か
れ

た
り
、
あ
ら
ゆ
る
残
酷
な
こ
と
に

あ
っ
て
き
た
。
口
で
言
え
な
い
よ

う
な
こ
と
も
さ
れ
た
。
そ
れ
を
耐

え
忍
ん
で
今
日
こ
こ
に
い
る
。
私

た
ち
の
同
胞
が
、
私
を
推
し
て
く

れ
た
た
め
に
、
こ
こ
ま
で
上
が
れ

た
。
上
が
っ
た
以
上
は
、
な
ん
と

か
し
て
こ
れ
を
改
革
し
て
い
か
な

な
ら
ん
と
い
う
の
が
、
私
の
信
念

で
あ
る
。」（
松
本
治
一
郎
）
そ
し

て
、「
ま
じ
め
な
人
間
、
正
し
い
人

間
に
な
れ
。
人
に
ど
突
か
れ
よ
う

と
、
蹴
ら
れ
よ
う
と
え
え
。
人
を

蹴
っ
た
ら
あ
か
ん
。
ど
突
い
た
ら

あ
か
ん
」
と
い
う
こ
と
を
や
か
ま

し
く
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
当
時
の
警
察
（
官
憲
）
は
、

思
想
統
制
や
不
敬
罪
な
ど
で
強
制

的
に
身
柄
を
拘
束
す
る
時
代
で
し

た
。
取
調
べ
も
、
拷
問
が
平
然
と

行
わ
れ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。
松

本
治
一
郎
が
、「
煙
草
を
吸
わ
な

い
」「
生
涯
妻
帯
し
な
い
」
と
決

心
し
た
の
も
こ
う
し
た
時
代
背
景

か
ら
、
自
分
が
逮
捕
さ
れ
た
時
の

こ
と
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
平
社
運
動
、

部
落
解
放
に
命
を
か
け
、
信
念
を

貫
い
た
人
で
し
た
。

Ａ

英
国
よ

わ
れ
汝
を
愛
す　

あ
ま
た
の 
疵 

き
ず

は　

あ
る
が
ま
ま　

祖
国
の
岸

を
去
ら
ん
時　

カ
レ
ー
の
波
に

か
く
呼
び
し　

言
葉
は
今
も　

胸
に
あ
り

　
　

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
イ
ロ
ン

　

い
き
な
り
大
上
段
に
詩
を
振

り
か
ざ
し
失
礼
し
ま
す
。

　

実
は
、
あ
る
日
あ
る
時
、
市

内
の
あ
る
温
泉
で
入
浴
中
の
こ

と
。
年
寄
り
同
志
「
こ
こ
が
痛

い
あ
そ
こ
が
痛
い
」
と
言
う
話

を
し
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
深
刻

で
は
な
く
、
世
間
話
し
の
続
き

で
あ
る
。
そ
の
内
に
あ
る
人
が

東
部
町
（
旧
）
に
は
ろ
く
な
病

院
は
な
い
。
ろ
く
な
医
者
は
一

人
も
い
な
い
。
オ
ラ
ー
○
市
の

○
○
病
院
へ
行
く
と
誇
ら
し
げ

に
言
っ
た
。
私
は
驚
き
、「
そ
れ

は
勝
手
だ
が
、
病
気
に
よ
っ
た

も
ん
だ
わ
。
何
も
大
き
な
建
物

や
、
多
く
の
医
療
器
具
が
あ
れ

ば
い
い
と
言
う
も
ん
じ
ゃ
あ
な

い
。」
と
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

彼
女
は
す
ぐ
に
湯
か
ら
出
た
。

私
も
す
ぐ
に
出
て
、
一
く
さ
り

健
康
論
、
医
療
論
を
語
り
始
め

た
。「
第
一
、
東
御
市
に
長
く

住
み
な
が
ら
、
東
御
市
の
悪
口

を
言
う
人
、
好
き
で
な
い
」
と

言
い
な
が
ら
体
を
拭
い
て
振
り

返
る
と
彼
女
は
も
う
い
な
い
。

彼
女
、
お
医
者
さ
ん
論
の
前
に

田
中
の
商
店
街
の
悪
口
も
得
意

げ
に
話
し
て
い
た
。
私
は
追
い

か
け
て
続
き
を
言
お
う
と
思
っ

た
が
彼
女
は
老
人
と
も
思
え
ぬ

早
さ
で
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
世
は
天
国
で
は
な
い
。
国
で

も
、
市
町
村
で
も
、
職
場
で
も
、

家
族
で
も
、
欠
点
は
あ
る
。
バ

イ
ロ
ン
の
詩
の
よ
う
に
「
あ
ま

た
の
疵
は
あ
る
が
ま
ま
」
愛
す

る
べ
き
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
詩
が
好
き
で
時
々

口
ず
さ
む
。「
英
国
よ
」と
言
う

所
へ
「
わ
が
町
よ
」
で
も
、
わ

が
友
よ
で
も
我
が
子
よ
で
も
好

き
な
言
葉
を
入
れ
る
と
よ
い
。

差
し
当
た
り
彼
女
に
「
東
御
市

よ　

わ
れ
汝
を
愛
す
」
と
言
っ

て
も
ら
い
た
い
。　
　

（
匿
名
）
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夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

　
　
　
　

東
部
中
学
校
二
年

　
 
上  
原 　
　

悟
   
　

う
え 
は
ら 

さ
と
る

　

僕
の
夢
は
、
機
械
関
係
の
仕
事

に
就
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
は

小
学
校
の
と
き
に
、
車
や
バ
イ
ク

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
工
業
製
品
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
機
械
に
は
他

の
も
の
と
は
違
っ
た
魅
力
を
感
じ

　 
四
年
生
に
な
っ
て

 
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

　
　
　

北
御
牧
小
学
校
四
年

　
 
依  
田 　
　

よ 

だ

 
哲 　

さ
と
る

　

ぼ
く
が
、
四
年
生
に
な
っ
て
が

ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
ク
ラ
ス
が

え
で
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
新
し
い

友
だ
ち
と
早
く
な
か
よ
く
な
っ
て

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
こ
と
と
、
委

員
会
・
ク
ラ
ブ
を
一
生
け
ん
命
が

ん
ば
る
こ
と
と
、
体
力
を
つ
け
る

こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
、
走
っ
て
い

る
と
す
ぐ
つ
か
れ
て
し
ま
う
の
で

体
力
を
つ
け
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
も
、
元
気
よ
く

遊
ん
だ
り
活
動
し
た
り
し
た
い
で

す
。

 
六
年
生
を
送
る
会

　
　
　

北
御
牧
小
学
校
六
年

　
 
依  
田 　
 
優  
香 　

よ 

だ 

ゆ 

か

　

三
月
六
日
に
、
六
年
生
を
送
る

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
し
き
者
を
や
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
は
、
少

し
む
ず
か
し
く
、
う
で
の
力
も
必

要
で
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。

　

で
も
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、

や
り
方
も
分
か
っ
て
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

る
か
ら
で
す
。
夢
を
持
つ
こ
と
は
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
し
、
い
い

こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
夢
を
持
っ
て
い
て
も
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
自
分
は
、

数
学
や
国
語
の
提
出
物
を
あ
ま
り

出
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
夢

を
持
っ
て
い
て
も
、「
夢
の
実
現
」

で
は
な
く
「
現
実
の
夢
」
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
ま
ず
は
努
力
す
る
こ
と

で
す
。
人
に
は
、
嫌
な
こ
と
や
や

り
た
く
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
嫌
だ

か
ら
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
な

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
会
場
の

か
ざ
り
つ
け
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム

係
の
人
達
は
、
ゲ
ー
ム
を
考
え
た

り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
番
で
は

ク
イ
ズ
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
た

の
で
、
良
か
っ
た
で
す
。

い
人
と
、
嫌
だ
け
ど
そ
れ
を
我
慢

し
て
努
力
す
る
人
と
で
は
、
大
き

な
差
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
僕
は
努
力
し
な
い
ほ
う
で
す
。

だ
か
ら
、
い
ま
か
ら
心
を
入
れ
か

え
て
、
提
出
物
を
し
っ
か
り
出
し

た
り
、
授
業
へ
の
取
り
組
み
を
直

し
て
い
っ
た
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

と
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

だ
か
ら
、
今
ま
で
の
自
分
を
反

省
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
、
将
来
の
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

（
平
成　

年
度
立
志
式
に
て
）

１８

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
歴
史

と
文
化
の
里
に
あ
る
祢
津
児
童
館

で
は
、
毎
日　

名
ほ
ど
の
児
童
た

８０

ち
が
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
が
終
わ
る
と
「
た
だ
い

ま
！
」
と
元
気
よ
く
来
館
し
、
賑

や
か
に
な
り
ま
す
。
受
付
も
慌
し

く
遊
戯
室
へ
駆
け
込
む
子
、
外
へ

と
び
出
し
て
い
く
子
、
部
屋
で
宿

題
を
す
る
子
、
図
書
館
で
静
か
に

本
を
読
む
子
…
館
内
で
は
元
気
に

遊
ぶ
児
童
た
ち
の
声
が
ひ
び
き
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

一
輪
車
や
竹
馬
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
手
を
貸
す
と
一
人
で
乗
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
時
の
達
成
感
は

自
信
に
も
つ
な
が
り
仲
間
に
と
け

こ
ん
で
い
き
ま
す
。
子
供
た
ち
の

成
長
ぶ
り
に
は
び
っ
く
り
し
た
り

喜
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

工
作
で
は
お
ひ
な
さ
ま
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
、
白
鳥
作
り
な
ど

を
行
い
、
そ
の
出
来
栄
え
に
満
足

気
で
す
。
ま
た
、
お
楽
し
み
会
で

は
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
り
歌
を
う

た
っ
た
り
お
菓
子
を
い
た
だ
い
た

り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

す
。
月
一
度
の
お
は
な
し
の
会
で

は
、
み
ん
な
静
か
に
聞
け
る
よ
う

に
な
り
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

安
全
に
気
を
配
り
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
児

童
館
を
目
指
し
、
職
員
一
同
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
気
に
は
ば
た
け
！
ね
つ
っ
子
た

ち
！

▲おはなし会

▲焼きいもおいしいね
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とうみ

　

３
月　

日
に
中
学
校
で
、　

１６

２０

日
に
小
学
校
で
卒
業
式
が
あ
り

ま
し
た
。
涙
と
笑
顔
、
少
し
の

不
安
と
大
き
な
希
望
。
学
び
舎

を
あ
と
に
す
る
児
童
生
徒
た
ち

の
姿
で
す
。

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

転
職
・
退
職
者
（
敬
称
略
）

 
田
中
小
学
校 

柳
澤
哲
也
（
小
井
川
小
）　

堀
内
和
子
（
川

西
小
）　

細
田
久
美
子
（
丸
子
中
央
小
）　

上

原
美
由
紀（
長
小
）　

中
村
修（
丸
子
中
央
小
）

 
滋
野
小
学
校 

原
泰
孝（
退
職
）　

曲
尾
ゆ
き
江（
上
田
養
護
）

一
之
瀬
み
ゆ
き
（
青
木
小
）　

市
川
亮
子
（
岡

山
小
）　

松
井
秀
文
（
芝
沢
小
）　

市
川
秀
子

（
塩
田
西
小
）　

竹
内
紀
子
（
上
田
南
小
）

 
祢
津
小
学
校 

田
村
裕
子
（
浦
里
小
）　

内
山
文
洋
（
松
川

東
小
）　

宮
下
祐
子
（
旭
町
小
）　

酒
井
理
栄

子
（
本
原
小
）　

高
橋
秋
子
（
神
川
小
）　

高

橋
恵
子
（
上
田
第
一
中
）

 
和
小
学
校 

清
水
洋
一
（
豊
野
東
小
）　

渡
邉
美
智
子
（
茅

野
北
部
中
）　

西
川
美
由
紀
（
長
小
）　

金
澤

精
一
（
上
田
南
小
）　

甲
田
幸
子
（
塩
川
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

中
田
光
男
（
堀
金
小
）　

淀
恵
子
（
治
田
小
）

石
山
れ
い
か
（
平
根
小
）　

渡
辺
一
江
（
軽

井
沢
中
部
小
）　

中
西
裕
一
（
中
込
小
）

 
東
部
中
学
校 

池
田
亮
一（
退
職
）　

小
合
澤
志
帆（
浅
科
中
）

岡
辺
仁（
菅
平
中
）　

掛
川
裕
紀（
小
諸
養
護
）

土
屋
泰
生（
川
上
中
）　

兒
玉
敏
郎（
野
沢
中
）

小
林
豊
（
塩
田
中
）　

石
川
恭
子
（
上
田
第

三
中
）　

中
嶋
宏
（
依
田
窪
南
部
中
）　

龍
野

哲
朗
（
上
田
第
六
中
）　

傳
田
明
子
（
中
塩

田
中
）

 
北
御
牧
中
学
校 

増
澤
稔
（
高
森
北
小
）　

柳
澤
か
お
り
（
浅

間
中
）　

木
次
由
香
（
岸
野
小
）

 
市
内
小
中
学
校
の
先
生
の
人
事
異
動
紹
介

  
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

転
入
・
新
規
採
用
者
（
敬
称
略
）

 
田
中
小
学
校 

下
島
美
穂（
坂
の
上
小
）　

関
ゆ
う
紀（
新
規
）

石
井
さ
や
か（
新
規
）　

井
上
昭
一（
通
明
小
）

大
口
か
よ
子（
上
田
養
護
）

 
滋
野
小
学
校 

岡
村
公
一（
篠
ノ
井
西
小
）　

菊
地
陽
子（
塩

田
西
小
）　

中
山
聡
子（
清
明
小
）　

小
野
沢

昌
盛（
塩
川
小
）　

河
合
洋
美（
上
田
北
小
）

古
田
稔（
傍
陽
小
）　

渡
邊
美
奈
子（
武
石
小
）

 
祢
津
小
学
校 

武
田
健
司（
昭
和
小
）　

清
水
有
紀（
上
田
養

護
）　

香
山
芳
枝（
塩
田
西
小
）　

北
島
圭
二

（
真
田
中
）　

 
和
小
学
校 

菅
沼
久
美
子（
長
野
西
部
中
）　

都
築
健
司

（
上
田
養
護
）　

倉
沢
卓
夫（
中
塩
田
小
）　

竹

内
佐
和
子（
豊
殿
小
）　

滝
沢
智
子（
川
辺
小
）

戸
田
小
百
合（
本
原
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

松
澤
功（
須
坂
小
）　

渡
辺
要
範（
栄
村
東
部

小
）　

米
田
真
也（
新
規
）　

和
田
由
佳
理（
新

規
）　

工
藤
晶
子（
西
内
小
）　

土
屋
真
由
美

（
神
科
小
）　

茨
木
信
行（
和
田
小
）

 
東
部
中
学
校 

宮
崎
重
信（
信
大
附
松
本
中
）　

吉
澤
真
弓

（
埴
生
中
）　

花
岡
岳（
奈
川
中
）　

簾
田
幸

（
丸
子
北
中
）　

佐
藤
由
香
里（
辰
野
中
）　

土

屋
雄（
浅
科
中
）　

飯
野
良
美（
臼
田
中
）　

北

原
康
弘（
新
規
）　

伝
田
加
奈
子（
新
規
）　

工

藤
正
明（
上
田
第
五
中
）　

渡
辺
忠
志（
柳
町

中
）　

赤
川
義
昭（
更
埴
西
中
）　

安
藤
洋
子

（
南
条
小
）　

水
嵜
綾
子（
上
田
東
小
）　

工
藤

泉（
再
任
用
）

 
北
御
牧
中
学
校 

池
田
隆（
泰
阜
中
）　

沓
掛
朗
美（
真
田
中
）　

新
海
愛
子（
立
科
小
）　

五
十
嵐
い
ず
み（
芦

原
中
）

　

市
内
小
中
学
校
の
先
生
方
の
人
事
を
紹
介
し
ま
す
。
退
職
者
・
転
出
者
、
転
入

者
・
新
規
採
用
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲東部中学校

▲北御牧中学校

小中学校卒業式

▲田中小学校

▲北御牧小学校▲滋野小学校

▲祢津小学校▲和小学校
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
林
住
期
…
…
…
…
五
木　

寛
之
・
著

�
若
く
な
い
日
々

　
　
　
　
　

…
…
藤
堂　

志
津
子
・
著

�
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
森

　

－

事
故
後　

年
の
自
然
誌－

２０

　
　
　

…
メ
ア
リ
ー
・
マ
イ
シ
オ
・
著

�
大
人
が
絵
本
に
涙
す
る
時

　
　
　

…
…
…
…
…
柳
田　

邦
男
・
著

�
も
し
も
キ
ミ
が
。
…
…　

凛　

・
著

◆
児
童
書

�「
色
」の
大
研
究 
2 
色
の
は
た
ら
き

　
　
　
　

…
…
日
本
色
彩
研
究
所
・
監

�
棚
田
を
歩
け
ば
…
青
柳　

健
二
・
文

�
な
に
を
し
て
い
る
の
？

　
　

－

タ
ツ
年
の
人
の
絵
本－

　
　
　
　

…
…
…
…
五
味　

太
郎
・
絵

�
ミ
ス
タ
ー
・
イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル

　
　
　
　

…
…
…
…
森　

は
る
な
・
絵

�
よ
み
き
か
せ
お
は
な
し
絵
本
1
〜
3

　
　
　
　

…
…
…
…
千
葉　

幹
夫
・
編

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

４
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
い
ろ
ん
な
は
じ
め
て

　
　
  
が
出
て
く
る
本
】

　

４
月
は
、
入
学
・
入
園
・
ク
ラ

ス
替
え
で
〝
は
じ
め
て
〞
が
多
い

月
で
す
ね
。
今
月
は
そ
ん
な
は
じ

め
て
を
テ
ー
マ
に
本
を
選
ん
で
み

ま
し
た
。
同
じ
〝
は
じ
め
て
〞
が

見
つ
か
る
か
な
？

あ
な
た
が
う
ま
れ
た
ひ

デ
ブ
ラ
・
フ
レ
イ
ジ
ャ
ー：
作

福
音
館
書
店：
発

親
子
で
は
じ
め
よ
う
！

　
　

は
じ
め
て
の
手
話
ブ
ッ
ク

谷　

千
春：

監
修

講　

談　

社：

発

  
図
書
館
発

 　

オ
ス
ス
メ
の
一
冊

コ
ラ
ム 

図
書
館
の
し
ご
と 
そ
の
９

お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

　

４
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

４
月　

日 （
土
）

２１

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー　

　
　
　
　

「
だ
い
こ
ん
・
に
ん
じ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ぼ
う
」

　
　
　
　

読
み
「
や
さ
い
の
お
な
か
」

　
　
　
　

「
や
さ
い
の
せ
な
か
」

　
　
　
　

大
型
絵
本

　
　
　
　

「
お
お
き
な
か
ぶ
」

　
　
　
　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　

「
や
さ
い
あ
そ
び
う
た
」

　
　
　
　

語
り
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」

　
　
　
　

工
作

　
　
　
　

「
ス
ト
ロ
ー
ひ
こ
う
き
」

４
月　

日 （
金
） は
、
お
は
な
し
会
が
あ

１３

り
ま
す

�
場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に

　
　
　
　

て　
　

:　

〜

１０

３０

�
対
象　

就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

   
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
が
よ
り
便
利
に

　

図
書
館
の
読
書
環
境
は
、
図
書
館
で
従
事
す

る
職
員
に
と
っ
て
一
番
気
を
使
う
こ
と
で
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
快
適
な
ス
ペ
ー
ス
で

読
書
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
回
入
口
の
部

分
を
模
様
替
え
し
ま
し
た
。

　

入
口
を
進
ん
で
正
面
の
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
は
、

今
ま
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
と
し
て
机

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
た
こ
と
で
ど
の
よ

う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
る
か
見
や
す
く
な
り
、

手
に
と
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
空
間

を
さ
え
ぎ
っ
て
い
た
新
聞
棚
も
新
し
く
し
て
場

所
を
移
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
入
口
付
近
の
読
書
ス
ペ
ー
ス
が
い

す
や
机
を
中
心
に
一
つ
と
な
り
、
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
に
余
裕
が
生
ま
れ
て
使
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
好
評
を
頂
い

て
お
り
、
今
後
も
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

よ
り
図
書
館
を
便
利
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
し
、
ご
不
便
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
何
な
り
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。　

◆
行

事

予

定
◆

�
母
ち
ゃ
ん
（
オ
ン
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
江
宮　

隆
之
・
著

　

韓
国
の
孤
児
1
3
3
名
を
育
て
、
オ
ン
マ
と

呼
ば
れ
た
日
本
人
女
性
が
い
た
。
孤
児
が
ゆ
え

に
悲
惨
を
き
わ
め
た
悪
夢
の
よ
う
な
満
州
の
少

女
時
代
、
そ
し
て
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
孤

児
た
ち
を
守
り
抜
い

た
半
生
。
五
十
六
歳

と
い
う
短
す
ぎ
る
生

涯
を
た
ど
る
想
像
を

絶
す
る
物
語
。

�
あ
か
り
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

…
…
あ
ま
ん　

き
み
こ
・
作

　

あ
か
り
ち
ゃ
ん
の
だ
い
じ
な
も
の
、
そ
れ
は

小
さ
い
と
き
自
分
で
見
つ
け
た
小
さ
な
も
も
色

の
椅
子
。
座
れ
な
く
な
っ
た
今
は
ぬ
い
ぐ
る
み

の
ク
ウ
が
座
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
い
な
か

に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
、
引
っ
越
し
で
運
ば

れ
て
い
る
途
中
、
小
さ
な
も
も
色
の
椅
子
は
転

が
り
落
ち
て
し
ま
い

ま
し
た
…
。
小
さ
な

イ
ス
は
、
も
う
一
度

あ
か
り
ち
ゃ
ん
に
出

会
え
る
の
で
し
ょ
う

か
？

�
ふ
ね
に
の
っ
た
ね
こ
の
ヘ
ン
リ
ー

　
　

エ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
ラ
ハ
ム
・
絵

　

「
ね
こ
っ
て
も
の
は
、
水
が
き
ら
い
だ
か
ら

な
」
お
と
う
さ
ん
は
い
い
ま
し
た
。
で
も
、
ヘ

ン
リ
ー
は
へ
っ
ち
ゃ
ら
。
と
う
と
う
ヨ
ッ
ト
に

と
び
の
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
…
。
な
ん
で

も
か
ん
で
も
や
っ
て

み
な
く
ち
ゃ
気
が
す

ま
な
い
、
ね
こ
の
ヘ

ン
リ
ー
の
お
話
。



ん
だ
つ
も
り
で
す
。
当
然
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
環
境

・
子
育
て
・
教
育
の
安
心
」
を

進
め
る
と
と
も
に
十
八
年
度
掲

げ
た
「
行
財
政
改
革
」
も
同
時

に
進
め
ま
す
。

　

健
康
面
で
は
、
他
市
町
村
に

例
の
な
い
身
体
教
育
医
学
研
究

所
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
よ

う
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
は
日

本
一
の
長
寿
県
で
す
。
で
す
か

ら
世
界
一
の
長
寿
県
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
基
に
世
界
一
元

気
で
長
寿
の
市
づ
く
り
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
財
政
面
で
は

早
期
退
職
の
推
進
、
管
理
職
減

等
を
行
い
組
織
及
び
財
政
面
の

ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
す
。
理
事

者
の
給
料
も
五
％
カ
ッ
ト
し
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
市

民
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要

で
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

「
あ
ら
ま
ほ
し
き
長
野
県
の

姿
を
求
め
て
」
と
い
う
村
井
知

事
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。「
あ

ら
ま
ほ
し
」
久
し
ぶ
り
に
聞
く

言
葉
で
あ
り
、
心
に
響
く
内
容

で
し
た
。

　

さ
て
、
合
併
四
年
目
を
迎
え

た
「
あ
ら
ま
ほ
し
き
東
御
市
の

姿
」
は
と
問
う
て
み
ま
し
た
。

急
に
古
典
の
世
界
か
ら
現
代
に

引
き
戻
さ
れ
た
よ
う
な
落
差
を

感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
行
政
は

現
実
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
の
予
算
が
成

立
し
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
健
康
」
で
す
。
心
身
の
健
康

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

財
政
も
健
康
（
健
全
）
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

の
施
策
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込

№32
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●
心
配
な
地
下
へ
の
放
流

　

合
併
浄
化
槽
と
は
、
家
庭
か
ら

出
る
生
活
雑
排
水
と
し
尿
の
両
方

を
、
微
生
物
の
力
を
使
っ
て
汚
れ

を
分
解
、
消
毒
し
て
水
を
浄
化
す

る
装
置
の
こ
と
で
、
通
常
は
合
併

浄
化
槽
か
ら
出
る
水
を
河
川
や
道

路
側
溝
に
放
流
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
や
む
を
え
ず
合
併
浄

化
槽
か
ら
出
る
水
を
地
下
へ
浸
透

さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
今
後
こ

の
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
こ
と
で
、

地
下
水
の
汚
染
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
衛
生
的
な
環
境
と
水
環
境

の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併
浄
化

槽
の
放
流
先
を
地
下
浸
透
と
す
る

場
合
の
「
東
御
市
浄
化
槽
の
設
置

に
関
す
る
指
導
基
準
」
を
改
正
し

ま
し
た
。

　

新
し
い
基
準
を
満
た
す
た
め
に

は
、
高
度
処
理
型
浄
化
槽
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
市
で
は
こ
の
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
合
、
従
来
の
補

助
金
に
上
乗
せ
し
て
補
助
す
る
制

度
（
下
記
参
照
）
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
基
準
は
平
成　

年
１９

4
月
1
日
以
降
に
設
置
申
請
さ
れ

る
合
併
浄
化
槽
に
適
用
と
な
り
ま

す
。

●
変
更
内
容

　

地
下
浸
透
の
場
合
、
合
併
浄
化

槽
放
流
水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
（
B
O
D
）
基
準
を　

㎎
／

１０

�
以
下
（
環
境
基
準
と
同
値
）、
全

窒
素
を　

㎎
／
�
以
下
（
水
道
水

１０

質
基
準
値
と
同
値
）
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
放
流
先
が
河
川
や
側
溝

の
場
合
に
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の

水
質
基
準
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ　

㎎
／
�
以

２０

下
）
で
す
。

○
基
準
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
先

　

市
民
課　

生
活
環
境
係

　

�　

－

５
８
９
６

６４

●
高
度
処
理
型
浄
化
槽
を

　

設
置
し
た
場
合
の

　
　
　
　

補
助
金
を
新
設

　

合
併
浄
化
槽
の
放
流
水
を
地
下

浸
透
さ
せ
る
場
合
、
高
度
処
理
型

浄
化
槽
の
設
置
が
必
要
に
な
り
、

こ
の
場
合
、
通
常
の
合
併
浄
化
槽

の
補
助
金
に
次
の
金
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
設
置
を
予
定
し
て
い
る

方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 
合
併
浄
化
槽
（
地
下
浸
透
）
を

  　
  
設
置
す
る
際
の
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

※
通
常
の
設
置
補
助
金
の
う
ち
、
東

部
区
域
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
国

の
補
助
金
の
改
正
に
よ
り
変
更
さ

れ
る
予
定
で
す
。
表
に
あ
げ
て
い

る
も
の
は
、　

年
３
月
１
日
現
在

１８

で
す
。

○
補
助
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

先　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　

�　

－

５
８
８
４

６４
表１ 単位：千円

高度処理型
を設置した
場　合　の
加　算　額

通常の設置補助金額
人槽

北御牧区域東部区域

100360354５～６人

70500411７～８人

40700519９～１０人

1501,000981１１人～　

▲いつまでもきれいな環境を！
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　市では平成19年度重点政策において、「健康づくり」施策を推進し、強化をしていくこととなりました。

皆さんがいつまでも元気で健やかに暮らせるための「健康づくり」を支援するため、このコーナーで健康

についてのさまざまなお知らせをしていきます。健康はみんなの願い…このコーナーをご覧ください！

1

 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
 
の
開
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

〜
生
活
習
慣
病
予
防
相
談
窓
口
〜

　

�
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
�
最
近
に
な
っ
て
よ
く
耳
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

過
食
や
運
動
不
足
が
続
き
、
高
度

の
肥
満
で
は
な
い
が
ウ
エ
ス
ト
径

が
増
加
し
、
糖
尿
病
で
は
な
い
が

耐
糖
異
常
が
あ
る
、
血
圧
が
や
や

高
く
、
軽
度
の
高
脂
血
症
が
あ
る
、

と
い
う
具
合
に
軽
度
な
リ
ス
ク
が

重
な
り
あ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
市

で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
を
突
然
襲

う
「
心
血
管
疾
患
」
を
予
防
し
よ

う
と
、
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

や
健
康
づ
く
り
運
動
教
室
な
ど
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
今
年
度
よ
り
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
〜
生

活
習
慣
病
予
防
相
談
窓
口
〜
」
が

開
設
さ
れ
ま
す
。「
私
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
か
も
れ
な
い
の
で
す
が

…
」「
ど
う
す
れ
ば
予
防
で
き
ま
す

か
？
」
な
ど
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
、

窓
口
相
談
を
承
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
市
内

に
は
、
ま
だ
ま
だ
従
来
の
生
活
習

慣
病
の
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
、
そ
う
し
た
方
々
の
ご
相

談
も
何
な
り
と
承
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

メタボリック相談ダイヤル  ～生活習慣病予防相談窓口～

■時間　午前８時30分～午後５時30分

■場所　ケアポートみまき内　健康保健課　電話61－6060  有線1－6060

■内容　生活習慣病予防、メタボリックシンドロームについての相談など

がん検診で早期発見
　

死
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
が
ん
は
、
病
院
へ
行
っ
て
発

見
さ
れ
た
人
よ
り
も
、
検
診
で
発
見
さ
れ
た
人
の
方
が
、

手
術
後
の
生
存
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

検
診
で
発
見
さ
れ
た
が
ん
に
は
早
期
が
ん
が
多
い
た
め
で

す
。
毎
年
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば
、
た
と
え
が
ん
に
な
っ

た
と
し
て
も
早
く
発
見
で
き
ま
す
し
、
そ
の
方
が
治
療
も

効
果
的
に
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

「
が
ん
が
見
つ
か
る
の
が
怖
い
か
ら
検
診
は
う
け
な
い
」

と
い
う
方
が
い
ま
す
。
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
実

は
、
検
診
を
受
け
な
か
っ
た
が
た
め
に
手
遅
れ
に
な
る
方

が
よ
ほ
ど
怖
い
の
で
す
。
ほ
ん
の
少
し
勇
気
を
だ
し
て
、

年
に
一
度
は
必
ず
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

年
度
各
種
健
診
の
申
込
み
、
取
り
ま
と
め
が
始
ま
り

１９
ま
す
。
詳
し
く
は
平
成　

年
度
各
種
健
診
の
ご
案
内
を
ご

１９

覧
く
だ
さ
い
。

H18がん発見者H18受診者検　　診　　名

３1,254胃検診

11,276大腸検診

01,160子宮頚部検診

2670乳房検診

1270肺がん（らせんCT）検診

054肺がん（喀痰）検診

3377前立腺がん検診

（人）
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ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
発 
健
康
増
進
プ
ラ
座  
水
と
健
康  
⑮

「
温
泉
利
用
と
健
康
意
識
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査  
③

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所　

岡
田　

真
平　

　

前
回
は
、
温
泉
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が

温
泉
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
実
感
し
て
い
る

効
果
と
、
行
く
こ
と
で
期
待
し
た
い
効
果
に

つ
い
て
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

実
感
、
期
待
と
も
に
「
ス
ト
レ
ス
解
消
」
が

最
も
多
く
、
と
も
に
半
数
を
超
え
て
い
ま
し

た
が
、
実
感
と
期
待
に
大
き
な
差
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
温
泉
の
温
熱
作
用
、

水
圧
作
用
、
化
学
作
用
、
場
の
雰
囲
気
な
ど

が
自
律
神
経
へ
の
影
響
を
通
し
て
精
神
面
に

い
い
影
響
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る

程
度
説
明
で
き
る
結
果
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て

は
、
実
感
よ
り
も
期
待
の
ほ
う
が
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
実
感
と
期
待
に
ズ

レ
が
生
じ
る
背
景
に
つ
い
て
は
、
①
温
泉
効

果
に
対
す
る
過
大
な
期
待
、
②
温
泉
利
用
の

仕
方
、
と
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
理
由
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ズ
レ
が
最
も
大
き
か
っ
た
項
目
は
「
肥
満

解
消
」
で　

％
の
差
が
あ
り
ま
し
た
が
、
肥

１６

満
は
ご
承
知
の
よ
う
に
食
事
や
運
動
と
い
っ

た
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
最
も
重
要
で
す
か

ら
、
温
泉
の
み
で
効
果
を
得
よ
う
と
す
る
の

は
過
大
な
期
待
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
活
習

慣
の
改
善
は
、
こ
れ
か
ら
市
で
健
康
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、
多

く
の
情
報
提
供
や
一
人
一
人
の
悩
み
に
応
じ

た
相
談
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
身
体

教
育
医
学
研
究
所
で
は
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
温
泉
利
用
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
相
乗

効
果
が
得
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
現
在

研
究
中
で
す
の
で
、
結
果
が
得
ら
れ
た
ら
ま

た
改
め
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
ズ
レ
が
大
き
か
っ
た
の
は
「
体
調
の

改
善
」
で　

％
の
差
で
す
が
、
や
は
り
こ
れ

１２

も
温
泉
の
み
の
効
果
と
い
う
よ
り
も
、
適
切

な
病
気
の
管
理
と
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
相

乗
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
た
方
が
現
実
的

で
す
。
温
泉
に
は
「
総
合
的
生
体
調
節
作
用

（
非
特
異
的
変
調
作
用
）」が
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
何
か
温
泉
は
特
別
な
病
気

に
効
く
と
い
う
よ
り
も
、
じ
わ
じ
わ
と
身
体

全
体
の
調
子
を
整
え
る
、
な
ど
と
言
い
換
え

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

効
果
を
期
待
し
過
ぎ
て
逆
に
ス
ト
レ
ス
に

な
ら
な
い
よ
う
ゆ
っ
た
り
温
泉
に
つ
か
り
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
で
生
活
全
般
を
振
り

返
っ
て
、
自
分
が
で
き
る
健
康
管
理
を
合
わ

せ
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
効
果
へ
の
近
道
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所
（
ケ
ア
ポ
ー
ト

　

み
ま
き
内
）
�　

―
６
１
４
８

６１

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

 
生
活
習
慣
病
の
予
備
軍
が
多
い
！

　

健
診
を
受
け
て
予
防
を
！

 相  馬  和  歌  子  保健師
そう ま わ か こ

　

こ
の
た
び
、
産
休
代
替
の
保
健
師
と
し

て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
相

馬
和
歌
子
で
す
。

　

私
は
今
ま
で
も
成
人
の
健
診
で
、
と
き

ど
き
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
健
診
を
毎
年
受
け
て
は
い
る
が

い
つ
も
血
糖
が
高
い
な
ど
の
同
じ
結
果
が

続
い
て
い
る
、
ま
た
若
い
年
代
で
も
血
圧

や
血
糖
が
高
い
、
肥
満
が
あ
る
な
ど
、
生

活
習
慣
病
や
予
備
軍
の
方
が
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
今
の
時
点
で
は
、
健
診
の

検
査
デ
ー
タ
上
の
数
字
で
し
か
異
常
と
し

て
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

自
覚
症
状
と
し
て
異
常
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
で
は
遅
い
の
で
す
。
ま
た
、

受
診
率
も
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す

が
、
症
状
の
な
い
と
き
だ
か
ら
こ
そ
予
防

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
（
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
に
）、
自
分
の
体
に
つ
い
て
知
る
こ

と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ

の
結
果
か
ら
自
分
の
体
に
つ
い
て
知
り
、

生
活
を
振
り
返
っ
て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
を

見
直
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
…
こ
う
し

て
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎月月月月月月月月月月11111111119999999999日日日日日日日日日日はははははははははは食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育のののののののののの日日日日日日日日日日毎月19日は食育の日
　国の食育推進基本計画の中で食育推進運動として

「６月は食育月間」、「毎月１９日は食育の日」として設

定されました。

　市でも食育推進運動を展開しています。

家族そろって１日１回は
食卓を囲みましょう。

� ������������������������������������������

� ������������������������������������������



（２００７年４月） 24

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋５（－１）18（33）１（１）17（32）件数

＋９（＋３）22（44）１（１）21（43）傷者

±０（±０）１（１）０（０）１（１）死者

市内交通事故統計　２月分　　　　　　
２月２８日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の２月の出動件数＝

火災　２件（３件）　救急 73件（170件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１８年２月平成１９年２月

17.4℃（１４日） 15.7℃（２７日） 最高気温

－11.2℃（１０日） －8.6℃（３日） 最低気温

0.9℃　　　　2.6℃　　　　平均気温

73.8％　　　　68.9％　　　　平均湿度

53.0㎜　　　　16.5㎜　　　　降 水 量

 ４月の納税 （納期５月１日）

�国民健康保険税（特１１期）

�介護保険料（特１０期）

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

　６０歳誕生月より前に、退職等のため厚生年金・共済組

合の被保険者でなくなった方は、国民年金へ加入しなけ

ればなりません。（任意継続をする方も国民年金への切

替えは必要です。）切替えが遅れると退職時までさかの

ぼって保険料を納めることになるため、一時的な負担が

大きくなります。お早めに市役所で切替えの手続きをし

てください。

加入手続きの持ち物
・｢厚生年金社会保険資格喪失証明書｣または｢離職票｣

・年金手帳

・ 国民健康保険証（世帯で国民健康保険の加入者が既に

ある場合）（任意継続をする方は不要）

・通帳等（口座振替を希望の場合）

・印鑑（口座振替をご希望の場合は、口座の登録印）

※｢国民年金保険料免除申請｣をご希望の場合は、｢離職

票｣又は｢雇用保険受給資格者証｣をお持ちください。

※年金の切替えと併せ、国民健康保険へ切替えの手続き

もします。（任意継続者以外）

ご不明な点がありましたら下記へお問い合わせください。

東御市社会福祉協議会（２月中の受付分です）

　㈱ 共 栄 製 畳　様 　ハガキ

　匿　　　　　名　様 　介護用機具

善 意 を あ り が と う

退職等により厚生年金保険、共済組合の
資格を喪失された方は手続きを

お知らせ
　２月２２日に交通死亡事故が発生しました。見通しの

良い場所や通いなれた道路でも油断せず、交通ルール

やマナーを守り安全運転に心がけ、事故にあわない、

起こさないようにしましょう。また、シートベルトは

命綱です。万が一の場合は、事故による車外放出など

から守ってくれます。運転する際はカチッとシートベ

ルトを着用しましょう。

「国民年金保険料納付案内書」が
社会保険庁から届きます

　平成１９年３月時点で国民年金の第１号被保険者であり、

現金納付の方には、４月の上旬に「国民年金保険料納付

案内書」（以下：納付書）が社会保険庁から届きます。ま

た口座振替納付の方には４月中旬に口座振替通知が届き

ます。納付書に記載されている納付期限までに、金融機

関の窓口・コンビニ等で納めましょう。保険料の学生特

例・免除申請をご希望の場合は、市役所へ申請書の提出

が必要です。

　また、就職し「４月から厚生年金・共済組合に加入し

た人」や「４月から配偶者の３号扶養者になった人」は、

平成１９年４月以降の国民年金保険料は納める必要があり

ませんので、納付書は破棄してください。

　なおその際、市役所で国民健康保険・国民年金から切
� �������������������������������

り替え手続きも必要ですのでお忘れのないようお願いし
� �������������������

ます。

 ●問い合わせ先 

　 市民課　国保年金係　�62－1111（内線1231）
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とうみ
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東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

  　

へ
の
持
ち
込
み
を

  　
　
　

一
時
停
止
し
ま
す

　

昨
年
の　

月
か
ら
本
格
着
工
し
た

１２

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
「
排
ガ

ス
高
度
処
理
・
大
規
模
改
修
整
備
事

業
」
は
、
二
つ
あ
る
炉
の
う
ち
、
一

つ
の
炉
の
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
、
誘
引

送
風
機
、
減
温
塔
な
ど
全
て
の
設
置

が
完
了
し
、
今
後
試
運
転
を
行
う
予

定
で
す
。

　

5
月
か
ら
は
、
二
つ
の
炉
の
共
有

部
分
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

（
車
両
ご
と
重
さ
を
量
る
ご
み
の
体

重
計
）
か
ら
煙
突
ま
で
の
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
間
、
次
の
日
程
で
施
設
全
体

が
停
止
と
な
り
、
持
込
ご
み
の
搬
入

が
停
止
と
な
り
ま
す
。
た
い
へ
ん
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」・

「
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
」
は
、
通
常
ど

お
り
収
集
し
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習

カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
の
う
え
お
出

し
く
だ
さ
い
。

　

一
年
間
の
長
期
工
事
の
約
半
分
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
安
全
最

優
先
の
工
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
全
停
止
期
間

　

平
成　

年
5
月
5
日（
土
）〜

１９

　
　
　
　
　
　
　

6
月　

日（
日
）

１０

 
（
持
込
ご
み
の
搬
入
が
停
止
と
な
り

ま
す
。）

　

「
認
知
症
」
と
聞
く
と
、
多
く
の
人
が
恐

れ
て
い
て
、「
自
分
は
な
り
た
く
な
い
」

「
な
っ
た
ら
お
し
ま
い
だ
」
と
考
え
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
、
多
く
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

認
知
症
の
状
態
は
、
実
際
に
回
復
不
可
能

な
状
態
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
認
知

症
の
最
終
段
階
だ
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
元
気
な
人
が
そ
こ
ま
で
た
ど

 　　　地域包括支援センターインフォメーション

  ―「認知症」知るは最大の防御―

●
問
い
合
わ
せ
先　

東
御
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
電
話　

―
5
0
0
0

64

り
つ
く
に
は
、
ど
ん
な
に
早
く
て
も
３
年

以
上
は
か
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
ま

で
た
ど
り
着
く
前
で
あ
れ
ば
、
回
復
も
可

能
な
の
で
す
。
い
た
ず
ら
に
不
安
に
な
る

よ
り
、
ま
ず
は
「
認
知
症
」
を
知
る
こ
と

で
す
。
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
も
で
き

ま
す
。
そ
う
、
ま
さ
し
く
「
知
る
は
最
大

の
防
御
」
な
の
で
す
。

あなたはいくつ○がつきますか？
□ 無表情・無感動の傾向が見られる
□ ぼんやりとしていることが多い
□ 生きがいを覚えていない
□ 根気がまったく続かない
□ 発想が乏しく、画一的になる
□ １日や１週間の計画が、自分で立てられない
□ ３つ以上の用事を、同時に平行して片付けられない
□ 反応が遅く、動作がもたもたしている
□ 同じことを繰り返したり、たずねたりする
□ 相手の意見を聞かない
　　　　　　　　　　　　　　　　　合計〔　　　〕点
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４点以上は要注意…

　軽度の認知症の疑いがあります。地域包括支援センタ

ーにご相談ください。相談の秘密は厳守されます。今な

ら生活を変えることで回復が可能です。

（注）４つ以上当てはまれば必ず認知症というものでは

ありません。
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災害に備えて市とコメリ災害対策センターが
災害時の物資供給協定を締結

　２月２２日、市とNPO法人コメリ災害対策センターの間で「災害時
における物資供給に関する協定書」が締結され、市役所で調印式が行
われました。災害が起こった場合、市は物資の調達をコメリ災害対策
センターに要請することができます。コメリ災害対策センターの杉田
和夫理事は「私たちは、新潟中越地震や風水害でも物資供給を行って
きました。全国のセンター網を通じて、万が一の場合は緊急に物資の
応援ができる体制を整えており、東御市と協定を交わすことができて
良かったと思います」と話していました。

ートピックスー　地域の話題

（２００７年４月）

　東御市消防団の掛川久善副団長に消防庁長官表彰永年勤続功労章
が贈られ、３月２日に市役所で表彰伝達式がありました。掛川さん
は昭和５６年に当時の北御牧村消防団に入団。以来活動を精力的に続
け、平成１６・１７年度に東御市消防団第６分団長をつとめ、１８年度か
ら副団長として活躍しています。掛川さんは「消防団を続けてきた
おかげで、年齢が違う多くの人たちに出会えることができて、人と
のつながりをたくさんもつことができました。大変な活動の中にも
楽しみがあるもので、多くの団員にそのことを味わってほしいと思
います」と話していました。

消防団活動に多大な功績
掛川久善副団長に消防庁長官表彰

思い出の団旗心に刻んで
交通少年団退団式

　２月２４日、市役所で交通少年団退団式が行われ、団員や保護者
など約５０名が出席しました。交通少年団では、小学校５・６年生
が交通安全啓発のために活躍しており、６年生の卒業にあたり退
団式が行われました。交通安全関係者のあいさつのあと、東御市
交番の薩田所長から講話を受け、「中学校へあがっても、交通安
全のルールやマナーを守りたい」と感想を話していました。６年
生から５年生に交通少年団の団旗が引き継がれると、５年生たち
は「６年生がやってきたことを受け継いで、友達みんなに伝えた
いです」と口々に話していました。

　　

無事故・無違反をチームで達成
和地区の高齢者の皆さんがコンクールに挑戦
　和地区では、１８年度高齢者交通安全モデル地区の取り組みとし
て、安協の呼びかけで「信州シルバーセーフティアップ２００６」に
参加し、多くのチームが達成しました。このコンクールは、高齢
者が５人１組となり６か月間無事故・無違反を目指すものです。
３月１４日には警察関係者が日向が丘公民館を訪れ、達成チームの
中から抽選で当たった日向が丘老人クラブAチームの皆さんに記
念品を贈りました。同チームの小沢旭正さんは「自分で自分の身
を守ることは大切なことです。これからも事故のない地域にして
いきたいですね」と話していました。
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ートピックスー　地域の話題

とうみ

　田中小学校の新しい体育館が完成し、３月５日に児童や関係者が
出席して竣工式が行われました。オープニングでは和太鼓を交えた
吹奏楽が演奏され、児童代表や市長がテープカットをしました。式
典では、児童から市長と教育委員長に花束が贈られ、児童会副会長
の掛川知也さんが児童を代表して「新しい体育館でのびのびと遊び、
成長したいです」と話しました。
　新体育館の延べ床面積は約１５２８㎡、総工費は約２億８千万円で、
地域活動の拠点として期待されています。
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東御市虐待等防止
総合対策推進協議会発足

　３月２０日、総合福
祉センターで「東御
市虐待等防止総合対
策推進協議会」の設
立がされました。こ
の協議会は１５名の委
員からなり、児童、
高齢者、障害者、配
偶者への虐待や暴力
を防止する施策を協
議します。

東御市合唱祭
　３月４日、第４４
回湯の丸スキー大
会ジャイアントス
ラロームが行われ、
市内外から３１３名
の選手が参加しま
した。開会式では
湯の丸ジュニアの
池田大岳さんが元
気に選手宣誓。コ
ースに出た選手は
ベストを尽くして
滑っていました。

　３月９日、事業所
見学会が行われ、来
年春に大学等の卒業
を予定している３９名
が参加しました。参
加者は市内の４事業
所を見学し、自分の
進路に役立てようと
一生懸命聞いていま
した。（写真は㈱ア
ヅマでの見学のもよ
う）

事業所見学会

　２月２４日、文化
会館サンテラスホ
ールで「第３回東
御市合唱祭」が行
われ、１５組のグル
ープが歌声を披露
しました。最後に
は「大地讃頌」を
全員で合唱し、大
きな拍手に包まれ
ました。

きれいだね！広いね！
田中小学校の新体育館が完成



●
発
行
／
長
野
県
東
御
市 
●
編
集
／
東
御
市
役
所
総
務
部
企
画
課　

〒
3
8
9
│
0
5
9
2 
長
野
県
東
御
市
県
2
8
1
¦
2

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（　

）
５
８
０
６ 
F
A
X
（　

）
5
4
3
1　
　

E
-m
a
il
s
h
ih
o
-to
m
i＠
c
ity
.to
m
i.n
a
g
a
n
o
.jp

64

63

●
東
御
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
 　
  h

ttp
://w
w
w
.c
ity
.to
m
i.n
a
g
a
n
o
.jp
/

●
印
刷
／
田
口
印
刷
株
式
会
社

市 報

平成 19 年
４月５日発行

▼
３
月
は
、
少
し
寂
し
い
別
れ
の
季

節
で
す
。
卒
園
式
の
取
材
で
は
、
園

児
と
保
護
者
の
方
が
抱
き
合
い
、
泣

い
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
▼
人

と
の
別
れ
以
外
に
も
、
物
と
の
別
れ

を
惜
し
む
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
身

の
回
り
の
品
で
、
大
切
に
使
っ
て
き

た
も
の
が
と
う
と
う
使
え
な
く
な
っ

た
と
き
、
お
酒
を
お
供
え
し
て
労
を

ね
ぎ
ら
っ
て
か
ら
送
り
出
す
方
も
い

る
そ
う
で
す
。
大
量
消
費
で
環
境
問

題
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
時
代
、
い

い
話
だ
と
思
い
ま
し
た
▼
私
が
市
報

と
う
み
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
２
年
が
経
ち
、
こ
の
度
市
報
を

卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
短

い
間
で
し
た
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
報

が
発
行
で
き
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
▼
私
を
支
え
て
く
れ
た
多
く

の
方
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
何
か

の
縁
で
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
暑
い

日
も
寒
い
日
も
私
と
と
も
に
東
奔
西

走
し
て
く
れ
た
カ
メ
ラ
に
も
お
礼
を

言
い
た
い
と
思
い
ま
す
▼
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
方
や
全
て
の
こ
と
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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久
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世帯数
11,291世帯（＋６）

総人口
32,118人（－14）
男 15,735人 （－６）
女 16,383人 （－８）

（３月１日現在）

人の動き

転入  76人（－４）
転出  88人（－６）
出生  27人（＋４）
死亡  29人（－３）
 ※カッコは２月対比
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『　

年
の
闘
争
Ⅲ
』　　

木
下　

晋 
作

１０２

鉛筆、ケント紙　100㎝×190㎝　2002年

下
芸
術
を
明
瞭
に
語
る
文
章
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
辛
苦
を
織
り
上
げ
た
人
物
は
そ
の
熱
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、
老
残
の
身
は
限
ら
れ
た
時
間
を
紡
ぎ
な
が

ら
内
深
く
秘
め
た
い
の
ち
の
光
沢
を
放
つ
。
私
た
ち

は
そ
の
恵
み
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
思
え

ば
木
下
晋
は
お
の
れ
の
い
の
ち
の
力
で
他
者
の
い
の

ち
を
執
拗
に
鉛
筆
の
芯
で
追
求
し
て
き
た
。
そ
れ
は

対
象
を
写
実
的
に
描
く
こ
と
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
描
い
た
も
の
の
裏
側
か
ら
描
け
な
い

も
の
を
幻
影
の
ご
と
く
立
ち
昇
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
人
間
を
表
現
す
る
と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
そ

の
実
践
者
を
間
違
っ
て
も
「
写
実
の
画
家
」
と
呼
ん

で
は
な
ら
な
い
。―

　

さ
て
、
現
代
に
目
を
向
け
る
と
、
退
職
後
の
人
生

に
不
安
を
抱
く
団
塊
世
代
、
リ
ス
ト
ラ
、
格
差
社
会

と
日
本
に
は
闇
が
広
が
り
、
多
く
の
人
の
心
が
彷

徨
っ
て
い
ま
す
…
。

　

４
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
木
下
さ
ん
、
無

２１

言
館
の
窪
島
誠
一
郎
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
「
生
の
軌

跡
と
は
」
と
題
し
て
鼎
談
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

大
い
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
木
下
さ
ん
の
作
品

は
畳
よ
り
も
大
き
く
、
圧
倒
的
で
す
が
、
印
刷
で
は

残
念
な
が
ら
作
品
の
質
感
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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梅
野
記
念
絵
画
館
学
芸
員　

佐
藤
聡
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東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

木
下
晋
（
き
の
し
た
・
す
す
む
）
1
9
4
7
年
富
山
県
生
。
極
貧
の
中
、　

歳
で
自
由
美
術
展
最
年
少
初
入
選
。
以
後
画

１６

家
を
志
し
苦
学
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
単
身
渡
り
、
世
界
に
な
い
鉛
筆
画
を
制
作
す
る
こ
と
を
決
意
。
日
本
各
地
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
で
個
展
開
催
多
数
。
作
品
は
全
米
大
学
教
科
書
に
採
用
。
E
T
V
特
集
（
N
H
K－

B
S
）、
ラ
ジ

オ
深
夜
便
（
N
H
K
第
一
）
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
る
。
現
在
、
東
京
大
学
は
じ
め
各
地
の
大
学
で
講
師
を
務
め
る
。
展
覧

会
は
４
／
１
〜
６
／
３
ま
で
梅
野
記
念
絵
画
館
。

　

木
下
晋
さ
ん
は
９
Ｈ
〜
９
Ｂ
ま
で
の
濃
淡
を
使
い

わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
濃
度
の
色
面
に
よ
っ
て
作
品
を

描
い
て
い
る
恐
ら
く
世
界
で
た
だ
一
人
の
画
家
で
す
。

単
一
の
濃
度
を
使
う
デ
ッ
サ
ン
と
は
技
法
や
ア
プ

ロ
ー
チ
が
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
作
品
の
モ
デ
ル
は
小
林
ハ
ル
さ
ん
。
最
後
の

盲
目
の
女
性
旅
芸
人
「 
瞽  
女 
」
と
し
て
人
間
国
宝
に

ご 

ぜ

な
ら
れ
た
方
で
す
。
ハ
ル
さ
ん
は
生
後
ま
も
な
く
失

明
し
た
た
め
、
そ
の
自
覚
の
な
い
ま
ま
に
育
ち
ま
し

た
が
、
や
が
て
目
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
差
別

の
中
か
ら
気
付
か
さ
れ
、
生
涯
を
瞽
女
と
し
て
生
き

る
運
命
を
背
負
い
ま
し
た
。
偏
見
や
差
別
が
激
し

か
っ
た
時
代
の
闇
の
中
で
、
瞽
女
社
会
の
厳
し
い
掟

を
守
り
1
0
5
年
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
自
身
、
出
火
に
よ
り
生
家
が
集
落
か
ら

追
放
を
受
け
、
山
の
中
で
の
貧
窮
生
活
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
弟
の
餓
死
、
母
の
放
浪
な
ど
想
像
を
絶
す

る
悲
惨
な
幼
年
期
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
木

下
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
ハ
ル
さ
ん
の
艱
難
辛
苦
に
満

ち
た
人
生
に
共
感
し
得
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

詩
人
・
松
永
伍
一
さ
ん
が
今
回
の
展
覧
会
に
、
木


